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栽に あ り， 作 物 の 生 育 が 抑 制 され て い る とみ て さ しつ か

えな い で あろ う。

土壌 K の有効性が土壌水分に よつて影響 され ることほ

土壌 水分 の作物への生理的作用 と土壌 K の作物生育へ の

必要量 お よび作物へ の供給速度 の影響を区別す ることが

出来な い設計 のために断定 しえないが，一 応肯定 して も

よ い と考 え る 。

筆者 らは土壌 養分 の作物 に最 も有効な形態は水溶性の

形態 の もので あ り，有効性 ほ土壌溶液に放 出された状態

・ の も の が 最 も効 率 が よい との 見地 に 立つ 。

土壌 溶液につ いての T・B・B u RI）お よび T・C・M A R T IN

ユ）は極 めて示嗟 に富む データを提 供 して い る○ す な わ

ち， 土壌溶液中の養分の うち N O 3 は多量 に存在 し， K

ほ中量 ，P O ▲ほ ご く微量に しか存在 しな く，そ して作付

や季節的変動に基 く量的変化は絶対量の多 少に比例 して

い る こ と，お よび 変 化 が 極 め■て 大 きい とい う こ とで あ る。

この こ とか ら土 壌 中 の K は 土 壌 溶 液 の放 出 され る際 に土

壌国相 と液相 との界面 の吸着特性に影響 され ，また土壌

条恥 とくに ここで取扱つた土壌 水分条件 の変動に基 く

濃度 平 衡 に 支 配 され る こ とが 考 え られ る。

置 換 態 と し て吸 着 され る よ うな 陽 イ オ ソほ 土壌 水 分 条

件に よつ て，土壌溶液へ の放 出に差を生 じ，作物体中の
l

含有 率 に 差 を もた らす ことが 考 え られ る が ， 本 実 験 に お

ける作物体 の含有率で は，N ， P O 4， K ， M g においてほ

全く影響が認め られず，ただ S iO 2 が影響 を うけること

がみ られた。 これに関す る既住 の研 究結果 にお いて，低

水分 レベ ル で は ，M IL L E R と D u L E Y は トウモ ロ コシの

N ， P ，K 含量 は高 くな り C a は道に低 く な る と し

E M M E R T は トマ トで は N ，K ，含 量 が 高 く，P ほ 低 い こ

とを み，そ の他 の多 くの研 究での傾 向は N 含量は増加 し

K は減少 し，P ，C a ，M g 含量 には一 定の影響 を与 えな

いこ とが 示 され て い る。
1 ∃

いづれ にして も本邦 の土壌 の土壌 溶液 の濃 度，組成に う

関す る研 究はみ るべ きものがない現状にお いては・ 養分

有効性に土壌水 分条件が関与す るとい う結論 ほ土壌 溶液

に関す る研究の進展 まで保留せ ざるを えないが，土壌

分条 件 を よ り湿 潤 に 保 つ こ とに よつ て土 壌 K が 少 い ば あ

いで も よ り乾 燥 条 件 で K が 多 いば あ い よ りも裸 麦 の生 育

は良 好 で あ る， とい う事 実 を つ か み えた 0
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畑土壌生産力に関す る研究の とりま とめの段階一 生

産力的土壌 区分－ で，数m 乃至十数m の小起伏に よる

零度 の地形の高低及懐斜について論議 された 0 吾 々の対

象地区では この様な地形が一般的であ り，且 そ こではか

なりの生産力の差が認め られ る。生産力 の差を構成す る

要因 として有効土層 の厚 さ，土壌 水分等 の問題が拒摘 さ

れるが， ここでほ吾 々が調査期 間に得た生産 力乃至土壌

水分 の測定結果 よ り傾斜に閲 した ものの一 部を掲げ，移

葡の問題を含めた土壌 水分についての論議 の過程を述べ

各位 の御教示を仰 くや次第で ある。備 この間静 ま畑土壌生

産力に関す る研究協議会におけ る東北農業試験場 の課題

であ る こ とを 付 記 して お く。

之． 地区の概要

＊東 北農 業 試 験場 昭 和 35年 7 月 15 日受 理

岩手山麓地域は岩手 火山を 中心 とし，北 か ら東，南に

亘つて広 く扇状に分布 している新期 火山噴 出物に よつ 一

橋成 されてい る地域で ，そ の東麓 2，000h a が調査の5

象になつた。 この地域 の土壌 は石塚教授 に よれば降灰∠

次及堆積様式に よ り3 土壌統 に分 け られ る0 調査地区（

北半 の表層ほ最 も新 しい時代 の火山堆横物 と認 め られ，

1 5 √＿・3 5 c m

属す る地帯で，そ の南 に礫合量 の少い A 統 よ りも古い時

代の火山堆硬物で ある とみなされ るB 統 が分 布 し て し

る。

土壌水分に関す る測 定ほA 統に属す る刈 屋 とB 統に点

する上郷，南部及調査 区域外 で あるC 統 に属す る厨川「

実施 した。各地点 の断面の概要 ほ第 1 表 の如 くであつた・

以下 の論議 のため傾 斜面上 の地 点を第 1 図 の如 く規定

する。

3 ． 地形 と生 産力
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第1 表

刈畳（未混層）

上郷

南部

第1 層 0′｝ 15cm ， 腐植 を含み礫に頗
る富 む C oS L ， 第 2 層 15′｝38 c m ，火

山砂 礫層 ，以下埋没 土，地下 水位低

（ 混 層）
浪層耕一50cm ，第 1 層 0′〉22腐植 に
富む L C oS ，作土， 第 2 層作土 直下
のた めや や 密， 第 3 層 30′〉50cm 以

下埋没土， 2 ， 3 層 は捜・没土 と礫 が
団塊状に混合，地下水 位低

凍な し， 第 1 層 腐 植 に 富 む C oS L ，
作土直下 ややちみつ，以下下層に漸

変第 6 層 （50 乃 至 80cm ） に 厚 さ10

′一15 cm の 固 結 した砂 層 ， 地 下 水 位

低

上郷 に類 似 ， 固結 した砂 層 を 欠 く。

庸

第 1 図

栽 培試 験 の 結 果か ら地 形 に 関す る も の を 抽 出す る と第

2 表の如 くであ り，要約す る と肩＜ 中＜ 脚 ，及び肩＜ 頂

く底 で あつ た ことが 楷 摘 され る。 こ の こ とか ら生 産 力 的

区分で，斜面 を鋏んで位置す る高距数m 乃至10数m の上

下両面の間でほ あま り差がな くて，窮 まれた斜面の肩 よ

り脚にかけて，生産 力の傾斜 が問題にな ることが うかが

われる。而してこの傾 向は次 項以下 で述 べ る土壌水分 に

関す る測定 結 果 と一 致 した 。

第2 表 33 年度小麦肥料試験 子実収量 （k g ／10a）

丁亮 卿

3 要 素 区 1 274 2 70

3 3年度馬鈴薯均一栽培試験 （k g／10m 2）

頂 肩 中一 脚 底

l例

例2

2 6 2 3

2 3 r 2 6 2 8

2 8

4． 土 壌 水 分

1 ） 刈畳及厨川で石膏 ブ ロック電気抵抗法 で測定 した

果・ 両地区共 作付 （植生に よる水の消費） がなかつ た

合・ この方法で測定 し得る範囲では乾燥 が認 め られ な

ゝつた。即ち表層数cm を除 き土層 の大部分は大略P F 2．

以下の土湿状態 に保たれた 。

この こ とほ ， これ らの 地 区 の 表 土 が凍 に 頗 る富 むか 或

は粒団が発達 し，それ らの間にかな りの量の大孔 隙が保

たれ るため，降 雨等 に よ り一 時大孔隙を充たした水は急

速に空気 と入れ換 り，水 の移動 は粒 団或 ほ礫の接点のみ

に限 られ るので ，か な り短 い時 間で事実上 の平衡 点に達

する（圃場容水量）。 この状態に なると地表面蒸発 に よつ

て水を失 いつつ ある地表面へ の毛管伝導 による水 の補給

は急速 にお とろ え，表層数 cm が風乾状態になつ た とき

には， これが so il m u lch を構 成 し上述の磯作に よる水

の消失 が事実上 無視 し うる段階 に達 した と考 えるべ きで

あろ う 。

結論 を繰返す と本地 区の土壌 の水分垂 直分布は植生 と

降雨 の 量 及 分 布 に よつ て のみ 規 制 され る と云 うこ とで あ

る。

2） 吾 々は土壌水分を静的な量 の面 か らのみ 検 討 し

た。即 ち圃場容水量 と萎凋点水分 の差を もつて有効保水

（ 盾 部 ）
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容量 とみ な して ， それ と生 産 力 の 関係 に つ い て 論 議 し

た。 A ，B 両統 間の差 （表土 20c m で刈畳深層34 ミリ，

上郷 49 ミリ）或 はA 統 の混層耕実施 の有無につい ては こ

れで充分で あつ たが，傾 斜面 に関 してはこの方法は充分

でなかつた。上 郷地区及厨川で石膏 ブ ロック電気抵抗法

で測定 した結果，収量 の低かつた（水 消費 の少 なかつた）

肩部 が 脚 部 よ りもか な り乾 い た こ とを認 め た 。厨 川 大 豆

畑の測定結果を第 2 図に示す。結果 を達観す るた め横軸

に時 間を，縦軸 に探 さを と り測定値 （水分量或 は水分張

力 に読 み か え て な い抵 抗 値 K β を そ の まま 用 い た） を

plot し， isop leth diagramで表現した。

肩 ＝乾 ，脚 ＝湿 の水分勾配を作 る要因 として 川地表

流去 に よる脚部への水 の集 中，（句土層 内での肩→ 脚への

水の移董臥 ¢う脚の方が地下水 面か らの補給に恵 まれ る，肖

肩の方が植生に よる水 消費が多 い等が楷摘 され る。撒播

牧草畑で ある上郷，充分 な保全耕作が行われ ている厨川

でほ いづれ も地表流去の発生が認め られ ない，地下水位

は いづ れ も低 くそ こか ら の補 給 は 問 題 に な らな い ，植 生

は肩＜ 脚であ る筈 の事実 ほ川¢洞 が水分勾配 の鹿困でな

い こ とを証 明 して い る と同時 に 肖 の 可 能 性 を 示 唆 す る。

3 ） 植生 の影響を除い て前項の事実を確認 す るため，

第 ．3 表

圃場 容

％頂1 2 6・4

脚l 2 8．6

P  F％分

水地

1

0

7

4

1

2

L【
臣
－

FP

1

9

2

1

19 5 9年 1 0月

無作付区で （降雨24時間後 の圃場水分を規

定した）圃場 容水量 に達 した後 の現地水分

の消長をみた。刈星（混層）の結果 を第 3 表

に，te nSion meterで得た厨川の結果を第

3 図に示す。備 いづれにおいて も測 定期間

に地表流去ほ認 められたかつた。刈 置では

圃場容水量 と現地水分 の差が脚 でほ少いが

］頁で はか な り大 きい こ とが 認 め ら れ た 。

厨川 の例 ほ こ こに図 示 した 16／V ，18／V

を含 め て前 後 5 日間 に 42 ミ リの 降 雨 が あ り

其の後 乾 燥 が 続 いた 経 過 を 示 して い る。 こ

こに示された示度 5 √－6cm は圃場容水量 の

状態 と思われ る，そ の後無降雨が数 日続 い

て脚では 17 ， 12 c m で大崎安定 したが肩

では 40c m 以上 （これは平衡 したのか測定

第3 号 （19 60）
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第 3 図

の限度を示すか明確 でな い） 及18cm で平 衡 した。

これ らの結果のみでは充分でないが，過剰 に存在 し

土壌水分は P F 2・0以下 と考 え られ る圃場容 水量で一旦

衡した後，かな りの量 のものが緩慢 な速度 でなお移動 し，

数日を 経 過 して 第 2 の 平 衡点 に 至 ▲る ことが 推 察 され る。

4 ） 2），3）項で推察 した様な水 の移動が発生す るた

にほ ， これ を 支 え る土 壌 の状 態 が な けれ ば な らな い 。月

ち㈹表土がかな り高い透 水性を有す ること，（句その下拒

表土 よ りか な り透水性 の低い層 があ ること， 3）下層土

湿潤抵抗等が考 えられ る。

第4 表 水柱 40cm の負圧で排 水 された大乱 隙量

i 第 1 層

三高 哀話 うT l ㌫
第2 層 第3 層

4 9 ．O 1 1 1 ．6

第4 層

3 ，3

第5 層 】第 6 層

（ 浪 層） 3 0．5 69

上郷 【 13．2 4 ．6 6 ．9 3 ，7

厨川 ！ 11．0 2 ．2 3 ．3 7 ．6

鯵透 係 数

刈畳（未混 層 ） ≒2・㌔ 1。一2蔓2・㌔ 1。一1毒5・㌔ 1。＿311・㌔ 1。－3

（ 洩 層）il・㌔ 什 2芦 i  t 2 ・ ？
×1 0 －3§

上郷 l6・ ㌔ 1。一3－2・ 苧

×1 0－8

厨川 i7・㌔ 1。一旦l3・㌔ 1。－3ll・㌔ 1。－3l9・㌔ 1。一3

1 ．4

1 ．8

×1 0 ‾
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■一一一一一－－ ●－－‾

二調査坤点の各土層の透水性及大孔除量は第 4 表 の如 く・

セあつた。刈屋未混層の 2 層 と3 層， 3 層 と 4 凰 刈畳

深層 の 1 層 と 4 層 ，上 郷 の 1 層 と 2 層 ， 5 層 と 6 層 ，厨

川の 1 層 と 2 膚 は それ ぞ れ ㈹（句の 関 係 を 備 え てお り， こ

れらの軒・こ沿 うて流 出 が 生 じた こ とが うか が わ れ 畠0

5 ） 土 層内流 出の事実 を確認す るため斜面上方及下 方

紅窓有 ， 窓無 し簡易 ライ シメ ー タ ー を設 置 し， そ の渉 透

水の盛 土ライ シ メー タ ー の位 置 ， 窓 の有 無 及 方 向 の関 係

を検討す ることは有効 な手 段であ る 備 に刈 星でほ）0 こ

の実験に日下 実施中であ るが未 だ充分な結果を得 ていな

学会 だ よ り

関係 学 会 の 現 況 を紹 介 す るペ ー ジを 設 け ま した 0 夫 々

専門 の方 に 順 次執 筆 を依 頼 す る予 定 です が ， 本 号 で は 日

本土射 肥料 学 会 を と り上 げ ま した。

日本土壌肥料学会春季 大会だ よ り

昭和35年 慶 大 会 ほ 4 月 3 日～ 6 日に わ た り 開 催 さ れ

た。会場 の豊島区駒込，女子栄養籍期大学 にお いて， 3

日～ 5 日まで 研 究 発表 ， 6 日は 3 コ ース に わ か れ て， 埼

玉県没緋地及び東京都内試験研究機閑の見学会がお こな

われた。講演数は 2 72 題にのぼ り，下記 の 7 部門 にわか

れて活発 な研究発表がお こなわれ た。

節 1 部 土壌物理

第 2 部 土襲 化学

第 1分科会 土壊 無機成分

第 2 分科会 土壌有 機成分

第 3 分科会 土壌鉱 物および膠 質複合 体

弟 3 部 土筆 微生物

第 4 部 作物 栄養

第 1 分科会 特殊成 分

第 2 分科会 養分吸 収

第 3 分科会 体内代謝

第 5 部 土壌 肥沃度

第 1 分科会 水 田土壌 の肥沃度

第 2 分科会 畑土壌 の肥沃度

い。

5 ． あ と が き

以上傾斜地の生産力の勾配を水分勾 配と関係づけ，そ

わ鹿 田として土層内水分流 出を指摘 しその可能性を推執

した 。 この 水 の 移 動 は単 に水 の移 動 で あ るだ け で な く，

養分保持力 と関連 して考察すれば肥沃度 の変動 で あ り，

∝OS iq n の C b e m ic a l な 面 の一 半 を 担 うもの で あ る と も

考え られ る。

第 6 部 土襲 の生成，分類 および調査

第 7 部 肥料 ，肥効試験

講 演題数 ほ年 々増 加の傾 向を しめ し，講演 申込は演者

1 人 1 題 に か ぎ られ てい る。 特 別 講 演 と して ，農 学 会 お

よび土壌肥料学会賞受賞者講演が次の三氏に よりお こな

われ た。

（1） 作物 の養分吸収に関す る動的研究……

‥・…東大農 三井進 午

（2） 東北地方の腐植質火山灰水田における稲作改 良

に関す る研究 …………………東 北農訳 本谷耕一

（3） 水 田土 壌 の微 生 物 代 謝 に 関す る 研 究・・‥∴

‥…・東大農 高井康雄

なお，斯学会評議員が選出 され，その投票に依 て新学

会長三井進午氏，副会長高橋治助氏が就任 された。当学

会ほ近年 とみに会員数の増 加を しめ し，春季大会のみ で

は研究発表が十分消化で きないために， 2 年毎に支部担

当でお こなわれる臨時大会 お よび例年 の各支部大会で研

究発 表 の機 会 が 得 られ る よ うに つ とめ て い る 実 状 で あ

る。一方学会誌に対する投 稿論文も年 々増加 し，約 1 年

分が保留 されている有様 で， この打開策 として会垂借上

も止 む を え な い だ ろ うとみ られ てい る。

現 在和文 誌 （第31巻） は月刊 として年に12†恥 欧 文誌

（第 6 巻）が年に 4 冊 の発行 にならて いるら（寺沢 四郎）




